
平成 24 年度第 3回喜多方市男女共同参画審議会 議事概要 

 

日 時 平成 24年 10 月 15 日（月） 

午後 3時 00 分～5時 00 分 

場 所 喜多方市役所 第 1会議室 

 

○ 審議会出席者 

山﨑  信子 会長 

高澤   嶽 副会長 

青山  榮子 委員 

武藤  顯夫 委員 

齋藤   睦 委員 

阿部   晃 委員 

鶴巻  逸子 委員 

田中  照美 委員 

山崎  弘美 委員 

小寺  秀一 委員 

遠藤  恭子 委員 

 

○ 審議会配布資料 

（１）平成 24 年度 第 3回喜多方市男女共同参画審議会次第 

（２）第 2次喜多方市男女共同参画基本計画素案【事前配布】 

 

１．開  会 

 

２．会長あいさつ 

 

３．議  事 

※喜多方市男女共同参画審議会規則第3条第2項の規定に基づき会長を議長に

議事を進行。 

 

（１）第 2次喜多方市男女共同参画基本計画素案について 

事務局：第 2次喜多方市男女共同参画基本計画の概要について説明。 

 

 

 

≪欠席者≫ 

    苗村   正 委員 

    小関 れい子 委員 

    五十嵐 健展 委員 

    佐藤  雅一 委員 

    江花  圭司 委員 

    長瀬谷百合子 委員 

    花見  紀子 委員 



◆質疑応答 

 

【施策の指針１ 人権尊重と男女平等の意識向上】 

委員： P12 現状と課題の中で、「…子どもの個性が尊重され、能力を発揮できる 

境をつくる必要…」とあるが、どういう取組を考えているのか。 

事務局： 学校へ行こう週間の取組や、地域の人による伝統継承等の時間を設けるな

どの「地域参加型学校づくり」を想定している。 

  委員： 学習塾へ行く子どもが増えていて、行かないと勉強について行けないとい 

     う話を聞いているがどうか。 

事務局： 学習塾に行く子どもが多くなっていると思うが、塾に行かないと勉強につ

いて行けないかどうかは判断できない。 

 委員： 「キャリア教育」の対象年齢はいかがか。 

事務局： ここでいう「キャリア教育」は、職場体験や体験入学を想定しており、職

場体験は中学 2年生、体験入学は中学 3年生である。 

  委員： 「男女共同参画」について、男性も積極的に学ぶ必要があると思う。 

委員： 「家庭教育学級」に父親の参加もあった。最近は父親の参加が増えていて 

うれしく思う。 

  委員： 計画の実施→チェックの体制をしっかりつくることが重要。 

  委員： 学習機会は旧喜多方市以外でも設けてみてはどうか。 

  会長： 旧喜多方市からの参加がほとんどであったが、「男女共生のつどい」を旧 

喜多方市以外で開催したことがある。 

 

【施策の指針２ 意思決定過程への男女共同参画の促進】 

  委員： 女性が意思決定の場、発言する場に参加することが大事。審議会等におけ 

る女性ポスト登用率 40％を達成するよう参画してもらうことが必要。 

委員： 町内会や PTA 等の各種団体での女性人材育成の情報提供については、企画

政策課が行う想定であるが他の課も関係するのではないか。 

事務局： 素案への記載は想定によるものであり、今後、実施計画をつくる段階で関 

係する取組や担当課が挙がってくることとなる。 

委員： 町内会や PTA 等の各種団体での女性人材育成の情報提供について、「各分 

   野で活躍する女性を紹介」もあっていいと思う。 

事務局： 「各分野で活躍する女性を紹介」を含めた事例紹介は、施策の指針 1及び 

施策の指針６において取り組むこととしている。 

 

【施策の指針３ 男女の職業意識・能力の向上の支援】 

   

  （質疑応答なし） 

 

【施策の指針４ 家庭と仕事の両立の支援】  

  委員： 現状と課題において、今後も介護支援の充実を図る・・とあるが、取り組 



むのか。 

 事務局： 介護保険事業や包括的支援事業を想定している。 

  委員： 民間と公的な介護支援において連動した取組はあるのか。 

 事務局： 民間事業者のサービス提供などにより介護保険制度の中で連動している。 

その他にも「配食サービス」の行政との連携という例もある。 

委員： 児童館の待機児童解消に向け今後どのように取り組んで行くのか、小学校 

高学年の放課後預かりをお願いしたいが取組はどうか。 

事務局： 児童館については待機児童なしとは言えないが、高学年までの取組は順次 

行っている。一歩ずつ進めていく。 

  委員： 児童手当、多子世帯保育料軽減とはいかほどか。 

 事務局： 児童手当：0～3歳まで月額 15,000 円、4歳～中学生まで月額 10,000 円な 

ど。多子世帯保育料軽減：18 歳未満の子を 3人以上養育し保育所保育料支 

払っている保護者に保育料 1/2 や 1/4 などを軽減。 

委員： 「介護支援の促進」については、文書の表現に厚みを持たせるべきである。 

 

【施策の指針５ 多様な働き方を実現するためのしくみづくり】 

委員： 事業所アンケートにおいて、「フレックスタイム制度」を導入している業

種はなにか。 

事務局： 業種の分析はしていない。 

委員： 「育児休業制度利用」表記を「人数」→「％」へ。 

 

【施策の指針６ 地域における男女共同参画の推進】 

   

  （質疑応答なし） 

 

【施策の指針７ すべての人が安心して暮らせる社会の実現】 

  委員： タクシー代わりに救急車を利用する例があると聞くが緊急の判断の実情は 

いかがか。 

 事務局： 本市において、タクシー代わり・・という例は聞かない。要請があれば出 

動している状況である。 

 

【施策の指針８ 生涯にわたっての健康な心とからだづくりの支援】 

   

  （質疑応答なし） 

 

【その他】 

  ○ 委員から、タイトルに「推進」を加える必要があるのではとの意見が出され審 

議会において、タイトルを「第 2次喜多方市男女共同参画推進基本計画」とした。 

   

○ 市民及び事業所アンケートの概要について掲載する必要があるのではとの意 

見が出され、「資料」として掲載する予定であるとした。 



委員： 第 2次基本計画の目玉は何か。 

 事務局： ① 「男女共同参画」にポイントを絞った計画にしたこと 

      ② 「地域や事業所での推進事例」を市民に積極的に紹介していく取組 

 

４．開  会 

     

午後 5時 00 分終了 以上 

  


